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北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

松竹梅・吉祥のうつわ
リニューアルオープンの第2弾！ 新春を祝うにふさわしい、幸運をもたらすうつわが大集合。 12/23㈮㈷～1/29㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500 出光美術館 門司

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 8㈰
13:00

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）415115:00

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『ガラスの巨匠　国の「現代の名工」黒木国昭芸術展』 17㈫～23㈪ 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151※23㈪は13:00まで

１・
２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ上村貴子デュオ 7㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

高倉健主演映画資料展
世界的な俳優高倉健主演映画205作品の中からポスター126点を選んで展示します。 11/1㈫～4/6㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013
マンスリージャズ
出演：三島紀也＆ニュースクランブル 08㈰ 14:00～

16:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151マンスリーシアター
上映作品：「第三の男」 1949年イギリス　監督：キャロル・リード 22㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

常設展
彫刻、絵画、染色、弦楽器など約60点の展示。魅力あふれる作品をご鑑賞ください。 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

舞台『刀剣乱舞』虚伝　燃ゆる本能寺
07㈯ 17:00

全席指定 ￥7800 マーベラス ユーザーサポート
0120（577）40508㈰ 12:00

17:00

シンフォニー合唱団・読売日本交響楽団メンバー　NEW YEAR 2017 CONCERT
華麗なるニューイヤーコンサートの祭典 15㈰ 17:00

一般 ￥3500
学生 ￥2500 シンフォニー合唱団

0120（012）788※対象：小学生以上
※当日￥500増　※全席自由

※1歳以上有料、1歳未満ひざ上1名まで
　無料、ただし席が必要な場合は有料

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：言語学者・杏林大学教授　金田一 秀穂氏 21㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

おかあさんといっしょ　ガラピコぷ～がやってきた！！ 22㈰
13:30 全席指定 ￥2600

北九州ソレイユホール
093（592）5405

16:00

パイプオルガン体験教室 29㈰ 10:00 ￥2000
13:00 ※要事前申込（往復はがき、15㈰必着）

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

とりてん
2017年の干支「トリ」の企画展。パネル解説、ハンズオン、学習コーナーを設置する。 1/2㈪（振）～2/27㈪ 無　料

入園料が必要
到津の森公園

093（651）1895

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

月

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始（12/29～1/3）、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　093（651）1895　　9:00～17:00（1/2～3は10:00～17:00）
　「到津の森公園前」徒歩1分　　1/1、火曜日

□℡ □時小倉
北 □休

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

福岡県立小倉商業高等学校吹奏楽部　第20回定期演奏会 8㈰ 14:30 一般 ￥300 福岡県立小倉商業高等学校
093（921）2245【島田】※当日￥100増

九州交響楽団ニューイヤーコンサート2017 9㈪㈷ 17:00
16:00開場

Ｓ席 ￥3700
Ａ席 ￥3000 九響チケットサービス

092（823）0101
※対象：小学生以上

ワンコインコンサートシリーズvol.9
「大森智子 ソプラノコンサート」 
ソプラノ歌手 大森智子の透明感のある歌声と楽しいトークで贅沢なひとときを

12㈭ 11:45 ￥500 北九州芸術劇場
093（562）2655※対象：小学生以上

北九州市民劇場1月例会　加藤健一事務所「Be My Baby」

12㈭ 18:30
会　費 北九州市民劇場

093（541）0075

13㈮～15㈰ 13:30
16㈪ 13:30/18:30
17㈫ 13:30
18㈬ 12:30

※対象：小学生以上
※北九州市民劇場会員でない方はお問合せください

古事記～天と地といのちの架け橋 28㈯ 15:30 一般 ￥5000 株式会社サンレー
093（551）9950【冨樫（とがし）】

京築神楽　北九州公演 29㈰ 15:00 無　料
※要整理券、12:00から整理券配布

京築連帯アメニティ都市圏推進会議事務局
（福岡県広域地域振興課）
092（643）3178

北九州芸術劇場＋市民共同創作劇
「Re:北九州の記憶」 
北九州市内の高齢者へインタビュー。高齢者の“記憶”をもとに物語を描く

13㈮～
15㈰ 14:00

一般 ￥2000
シニア（65歳以上） ￥1500
学生（小～大学生） ￥1000

北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：小学生以上

ブルーエゴナク第十回公演 5周年記念公演
「ふくしゅうげき」 
北九州の若手創作集団、劇場初登場！旗揚げ5周年記念作のテーマは復讐劇。 

21㈯
14:00 一般 ￥2500

U-28（28歳以下） ￥2000
高校生以下 ￥100019:00

22㈰ 14:00 ※対象：小学生以上
※当日￥300増（高校生以下のみ当前共通）

CCAサウンド・ワークショップLIVE
ジム・オルーク、オーレン・アンバーチ、コンラッド・スプレンガーを迎えた実験音楽ライブ 26㈭ 19:00 ￥2000 現代美術センターCCA北九州

093（695）3691※要事前申込

西南女学院大学短期大学部保育科「こどものためのミュージカル」 28㈯ 13:00 無　料 西南女学院大学短期大学部 保育科資料室
093（583）5464

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

表装スタジオ一甫 作品展　その他（表装） 04㈬～10㈫ 無　料 表装スタジオ一甫
093（671）6527

ガラスと絵と陶芸展　絵画・陶芸作品・工芸品・写真 11㈬～17㈫ 無　料 IMA

北九州市職員文化祭　絵画・書道・手芸・写真 18㈬～24㈫ 無　料 北九州市職員文化体育協議会
093（582）2221

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
第70回全日本学生音楽コンクール北九州大会受賞記念演奏会
～若き演奏家たちのNewYearConcert～
第70回全日本学生音楽コンクール北九州大会の入賞者

08㈰ 12:00 一般 ￥2000 毎日新聞西部本社事業部
093（511）1119【福田】

※対象：小学生以上　※全席自由

響ホール提携事業 武内俊之 ピアノ・リサイタル
ベートーヴェン:ピアノ・ソナタ第12番変イ長調作品26「葬送行進曲付き」 ほか 13㈮ 19:00 一般 ￥2500 武内俊之ピアノリサイタル実行委員会

（ヨランダオフィス・チケットセンター）
0570（033）337※対象：小学生以上　※当日￥500増　※全席自由

東京藝術大学音楽学部 早期教育プロジェクト2016 in北九州
公開レッスン
14㈯ヴァイオリン部門　15㈰ピアノ部門　講師：澤 和樹（東京藝術大学長）、植田 克己（教授）

14㈯ 10:40

11:00

無　料 北九州市市民文化スポーツ局
文化企画課

093（582）238915㈰ ※対象：小学生以上　※全席自由
※受講生の募集は終了しました

2016響シリーズ第5弾 瀧村依里・髙木慶太・鈴木慎崇 
ピアノ・トリオ・コンサート
メンデルスゾーン：ピアノ三重奏曲 第2番 ハ短調 op.66　ほか

21㈯ 15:00
一般 ￥2000

U-25 ￥1000
（25歳以下、要証明）

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

徳久ヴァイオリンスクール 合奏発表会
モーツァルト：アイネ・クライネ・ナハトムジーク　ほか 22㈰ 13:30 無　料 徳久ヴァイオリンスクール

090（6637）7903【徳久】※全席自由

第7回ピティナピアノコンペティション入賞者記念コンサート 29㈰ 10:30
（予定）

一般 ￥1000
学生（小～大学生） ￥ 500

㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【河嶋】

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始（12/29～1/3）

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2017.January

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始（12/29～1/3）

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

月



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

松竹梅・吉祥のうつわ
リニューアルオープンの第2弾！ 新春を祝うにふさわしい、幸運をもたらすうつわが大集合。 12/23㈮㈷～1/29㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500 出光美術館 門司

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 8㈰
13:00

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）415115:00

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『ガラスの巨匠　国の「現代の名工」黒木国昭芸術展』 17㈫～23㈪ 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151※23㈪は13:00まで

１・
２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ上村貴子デュオ 7㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

高倉健主演映画資料展
世界的な俳優高倉健主演映画205作品の中からポスター126点を選んで展示します。 11/1㈫～4/6㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013
マンスリージャズ
出演：三島紀也＆ニュースクランブル 08㈰ 14:00～

16:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151マンスリーシアター
上映作品：「第三の男」 1949年イギリス　監督：キャロル・リード 22㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

常設展
彫刻、絵画、染色、弦楽器など約60点の展示。魅力あふれる作品をご鑑賞ください。 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

舞台『刀剣乱舞』虚伝　燃ゆる本能寺
07㈯ 17:00

全席指定 ￥7800 マーベラス ユーザーサポート
0120（577）40508㈰ 12:00

17:00

シンフォニー合唱団・読売日本交響楽団メンバー　NEW YEAR 2017 CONCERT
華麗なるニューイヤーコンサートの祭典 15㈰ 17:00

一般 ￥3500
学生 ￥2500 シンフォニー合唱団

0120（012）788※対象：小学生以上
※当日￥500増　※全席自由

※1歳以上有料、1歳未満ひざ上1名まで
　無料、ただし席が必要な場合は有料

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：言語学者・杏林大学教授　金田一 秀穂氏 21㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

おかあさんといっしょ　ガラピコぷ～がやってきた！！ 22㈰
13:30 全席指定 ￥2600

北九州ソレイユホール
093（592）5405

16:00

パイプオルガン体験教室 29㈰ 10:00 ￥2000
13:00 ※要事前申込（往復はがき、15㈰必着）

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

とりてん
2017年の干支「トリ」の企画展。パネル解説、ハンズオン、学習コーナーを設置する。 1/2㈪（振）～2/27㈪ 無　料

入園料が必要
到津の森公園

093（651）1895

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

月

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始（12/29～1/3）、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　093（651）1895　　9:00～17:00（1/2～3は10:00～17:00）
　「到津の森公園前」徒歩1分　　1/1、火曜日

□℡ □時小倉
北 □休

障

障



会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

年末年始　絵画お宝市 04㈬～10㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊・小画廊
093(522)2521

～ my flower garden ～　第3回　吉田緑　洋画展 11㈬～17㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521現代備前の旗手　伊勢崎四兄弟展 18㈬～24㈫ 無　料

～生誕130年～　藤田嗣治　習作版画展 25㈬～31㈫ 無　料

～夢物語～辺見亜古　銅版画展 11㈬～17㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521秋山巌・豊英　木版画展 18㈬～24㈫ 無　料

上賀茂流　真多呂人形　波多江真麗華　作品展 25㈬～31㈫ 無　料

新
館
７
階 

大
画
廊
新
館
７
階 

小
画
廊

新
館
７
階

大
画
廊・

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城所蔵品展
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑他）の中から約30点を展示。 開催中～3/31㈮

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

第58回小倉城大鏡餅　鏡開き
天守閣1階にて大鏡餅の鏡開きを行います。 6㈮ 10:00

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

第58回小倉城大鏡餅　小倉城おしるこ会
天守閣前広場にて大鏡餅のおしるこ無料振る舞いを行います。 9㈪㈷ 11:00 無　料

第54回新年学生書道展
新年恒例、小学生から高校生の書道作品を展示。 1㈰㈷～31㈫

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

天
守
閣
１
階

歴
史
ゾ
ー
ン

天
守
閣
前

広
場

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 04㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 18㈬

8㈰

14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第39回　北九州市立大学ジャズ研究会　定期演奏会 14㈯ 18:30 ￥300 北九州市立大学ジャズ研究会K＆K
080（3876）8645※未就学児無料

小倉南美術協会写真部会員・会友展 11㈬～
18㈬

9:00～
17:00

13:00～
14:30

無　料 小倉南美術協会写真部
093（451）5287【村岡】※11㈬は12:00から、18㈬は15:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

Laura O.Ford展
詳細はお問い合わせください。

12/21㈬～1/27㈮
(日・祝休み）

無　料 現代美術センターCCA北九州
093（695）3691※土曜日は12:00から

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展 「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」 1/21㈯～3/31㈮
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093(582)2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第39回光草書道展「シェイクスピアを書く」

特別講話「シェイクスピアの生きた言語」
講師：アダム・ヘイルズさん（北九州市立大学准教授）

7㈯～15㈰ 無　料

無　料

北九州市立文学館
093（571）1505

企
画
展
示
室

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休、1/1㈰㈷

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

月

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始（要問合せ）

□℡ □時水環境館小倉
北

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）□休

□℡ □時若松

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
南

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末（12/29～31）

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
北

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

メカニックデザイナー 大河原邦男展
機動戦士ガンダムなどのメカデザインを手がけた大河原の作品を一堂に展示。 11/5㈯～1/15㈰

一般 ￥800
中高生 ￥400
小学生 ￥200

[常設展セット券] 一般￥1000
中高生￥500　小学生￥250

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

北九州漫画家列伝　「高倉みどり」紹介展示
北九州市ゆかりの漫画家を紹介。 11/26㈯～1/27㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.24「アズ展～夢（ユメ）編」
地元のマンガ同人グループ「アズ漫画研究会」による競作テーマ展。 12/10㈯～2/11㈯㈷ 無　料

常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～中国支部　関よしみ～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 12/23㈮㈷～2/24㈮ 無　料

常設展入場料が必要

漫画スクール
テーマ①漫画描き初め「未来の夢や、なりたいものを描こう」
　　　②人物の動き（走ったり、座ったりさせるには）

①3㈫ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

②8㈰ ※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着20名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

9㈪㈷ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

28㈯ ※当日定員先着20名、途中からの参加可能

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

鐡を愛でる　～千家十職御釜師・京都大西家のかたち～
千家十職の御釜師・京都大西家における歴代の釜を一堂に展示します。 12/1㈭～1/31㈫

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

展示解説
当館学芸員による展示解説です。 28㈯ 14:00

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

新春茶の湯落語
川崎亭好朝による新春茶の湯落語です。 15㈰

10:30 ￥1000
（入館料込）

※要事前申込（定員各30名）14:00

呈茶無料振る舞い
入館されたお客様各日先着100名様に無料でお抹茶（菓子付）を振る舞います。

1㈰㈷
～3㈫ 10:00

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

新春茶会
講座生の発表の場でもある恒例の新春茶会です。

21㈯～
22㈰ 09:00 一般 ￥1500

小中生 ￥ 700

企
画
展
示
室

和
室

立
礼
席
和
室・

立
礼
席

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

京友禅和紙でつくる　ひな人形 22㈰ 14:00
1組 ￥500

北九州市立こども文化会館
093（592）4152工

作
室

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映「負けへんで！6年3組の阪神大震災」「美女と野獣　アニメ・世界の童話」 08㈰ 14:00 無　料

図
書
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クラシック・レコードコンサート
チャイコフスキー作曲　ピアノ協奏曲　第1番　ほか 15㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　邦画 「陸軍」 （1944年）

出演：田中絹代 ほか 28㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

見立ての手法　― 岡崎和郎　Who’s Who
彫刻家・岡崎和郎の作品と古今東西の名作を紹介。「見立て」の魅力に迫る。 11/19㈯～1/15㈰

一般 ￥1000
高大生 ￥ 600
小中生 ￥ 400

北九州市立美術館分館
093(562)3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

※対象：4歳～小学生とその保護者
※先着10組、5㈭から電話受付開始

追悼特別展　高倉健
三回忌を迎えるのを期に、映画俳優・高倉健の業績を顕彰する展覧会。 1/23㈪～2/26㈰

一般 ￥1200
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 500

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥1000　高大生￥600　小中生￥300

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2017.January

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（ただし12/27、1/3は開館）、年末年始（12/31～1/2）

□℡ □時

月

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　　10台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/1）　　有料

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

障

障

障

障

障

障



会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

年末年始　絵画お宝市 04㈬～10㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊・小画廊
093(522)2521

～ my flower garden ～　第3回　吉田緑　洋画展 11㈬～17㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521現代備前の旗手　伊勢崎四兄弟展 18㈬～24㈫ 無　料

～生誕130年～　藤田嗣治　習作版画展 25㈬～31㈫ 無　料

～夢物語～辺見亜古　銅版画展 11㈬～17㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521秋山巌・豊英　木版画展 18㈬～24㈫ 無　料

上賀茂流　真多呂人形　波多江真麗華　作品展 25㈬～31㈫ 無　料
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大
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廊

新
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大
画
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小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城所蔵品展
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑他）の中から約30点を展示。 開催中～3/31㈮

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

第58回小倉城大鏡餅　鏡開き
天守閣1階にて大鏡餅の鏡開きを行います。 6㈮ 10:00

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

第58回小倉城大鏡餅　小倉城おしるこ会
天守閣前広場にて大鏡餅のおしるこ無料振る舞いを行います。 9㈪㈷ 11:00 無　料

第54回新年学生書道展
新年恒例、小学生から高校生の書道作品を展示。 1㈰㈷～31㈫

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

天
守
閣
１
階

歴
史
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ン

天
守
閣
前

広
場

天
守
閣
４
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市
民
の
大
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会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 04㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 18㈬

8㈰

14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第39回　北九州市立大学ジャズ研究会　定期演奏会 14㈯ 18:30 ￥300 北九州市立大学ジャズ研究会K＆K
080（3876）8645※未就学児無料

小倉南美術協会写真部会員・会友展 11㈬～
18㈬

9:00～
17:00

13:00～
14:30

無　料 小倉南美術協会写真部
093（451）5287【村岡】※11㈬は12:00から、18㈬は15:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

Laura O.Ford展
詳細はお問い合わせください。

12/21㈬～1/27㈮
(日・祝休み）

無　料 現代美術センターCCA北九州
093（695）3691※土曜日は12:00から

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展 「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」 1/21㈯～3/31㈮
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093(582)2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第39回光草書道展「シェイクスピアを書く」

特別講話「シェイクスピアの生きた言語」
講師：アダム・ヘイルズさん（北九州市立大学准教授）

7㈯～15㈰ 無　料

無　料

北九州市立文学館
093（571）1505

企
画
展
示
室

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休、1/1㈰㈷

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

月

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始（要問合せ）

□℡ □時水環境館小倉
北

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）□休

□℡ □時若松

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
南

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末（12/29～31）

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
北



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州伯林的管弦楽団演奏会 08㈰ 15:00 無　料 北九州伯林的管弦楽団
093（611）6706【中西】

ニューイヤーコンサート 14㈯ 13:30 無　料 あかね幼稚園
093（617）0262

生活発表会 15㈰ 09:20 無　料 こじか幼稚園
093（631）730013:30 ※対象：関係者のみ

「合唱の街・北九州」
みんなのうたコンサート　～親・子・孫、3世代におくる、歌のきずな～
テツandトモ［司会］・城　南海（きずき　みなみ）［うた］･冨永　裕輔［うた］

21㈯ 15:00

一般 ￥3000
友の会 ￥2500

高校生以下 ￥2000
小学生以下 ￥1500

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

※未就学児膝上1名まで無料　※当日￥500増

アンサンブル・ノアール　弦楽三重奏の調べ
ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロの響演 9㈪㈷ 14:00

一般 ￥2500
学生 ￥1000 アンサンブル・ノアール

090（7294）1612【杉野】
※当日￥500増

第20回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
『魅せる！打楽器』～聴いて！見て！魅せられて！～ 16㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

福岡県立八幡中央高等学校　芸術コース第17回卒業制作展
洋画・彫刻・工芸・書・グラフィックデザイン

4㈬～
8㈰

9:00～
17:30

無　料
※8㈰は17:00まで

福岡県立八幡中央高等学校
093（681）2335【宮野】

巻紙絵手紙と水墨画展　水墨画 10㈫～
15㈰

10:00～
17:00

無　料 西日本墨技学院
090（2854）5257【寺尾】※15㈰は15:00まで

芳賀幸助　遺作写真展　写真 16㈪～18㈬ 無　料 津田勉久
080（5266）5390※16㈪は11:00から、18㈬は17:00まで

第47回北九州市教職員文化展　洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真・その他 21㈯～
23㈪

10:00～
18:00

無　料 北九州市教職員互助会文化行事実行委員会
093（521）7029【藤井】※23㈪は16:00まで

しゅんこう和紙ちぎり絵作品展　和紙ちぎり絵 25㈬～
28㈯

10:00～
19:00

無　料 しゅんこう和紙ちぎり絵
090（1349）1971【荒井】※28㈯は16:00まで

全日本写真連盟写友水巻支部写真展　写真 16㈪～
22㈰

9:00～
18:00

無　料 全日本写真連盟写友水巻支部
093（751）5634【葉石】※16㈪は12:00から、22㈰は17:00まで

空実　洋画・工芸・写真・その他 24㈫～
29㈰

10:00～
17:00 無　料 尾崎彩乃

090（9473）7431

第3回　世界の文字紀行展 30㈪ 11:00～
18:00 無　料 岡野浩昭

080（3963）9215

全
展
示
室

展
示
室
１

展
示
室
２

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉北区民文化祭　小倉北邦舞の会 08㈰ 11:00 ￥1000 小倉北文化連盟
093（452）3312【藤間】

平成28年度　ウェルとばた　新春歌まつり
北九州市内で活動する6団体のカラオケ発表会 15㈰ 10:00 ￥1000 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

北九州市立年長者研修大学校周望学舎同窓会　25周年記念式典・記念祭 28㈯ 12:30 無　料 北九州市立年長者研修大学校周望学舎
080（6433）5103【後藤】

クローバーコンサート
北九州・飯塚・田川・鹿児島、四つの合唱団によるリサイタル 29㈰ 14:00 ￥1000

（前売・当日共）
北九州楽友協会

093（622）1900【江里口】

NEW YEAR 2017 Opera gala concerto 07㈯ 14:30 ￥3500 2017オペラガラコンサート実行委員会
080（6429）5913【吉松】※当日￥500増

小倉北区民音楽祭 08㈰ 14:30 ￥500 小倉北音楽協会
093（871）7045【植田】

エフコープ北部ブロック企画　山本華世講演会
今、この時を輝いて～自分らしく生きる～ 18㈬ 10:30 無　料

※要事前申込、申込締切1/6㈮
エフコープ生活協同組合

0120（41）0120
ウェルカムコンサート
出演／山科佳子（ソプラノ）　中島由紀子（ピアノ） 12㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

和田木乃実　創作屏風展 17㈫～22㈰ 無　料

黄金逸品展 27㈮～29㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
西

月

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

障

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休、1/1㈰㈷

□℡ □時八幡
西

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

冬の特別展「発掘された日本列島2016」
最新の発掘成果から国指定文化財に最も近い考古資料約800点が勢揃い。 1/2㈪（振）～2/19㈰

大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要　
※常設展とのセット券あり

徹底解説「発掘された日本列島2016」
講師：文化庁文化財部記念物課文部科学技官　川畑 純氏 21㈯ 13:30 無　料

※小学生以下は保護者の参加が必要

野外観察会「カワセミを見る！」
紫川でカワセミや冬の水鳥を観察します。 22㈰ 09:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ミニSL運行！ はねつき・こままわし大会
昔の遊びに挑戦！ 上位入賞者には、プレゼントがあります。 4㈬ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

サイエンスショー
パチッと決めよう！静電気 9㈪㈷ 14:30～

15:20 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と惑星と冬の星座を望遠鏡で観察します。 7㈯ 18:00～

19:30

大人 ￥100
中高生 ￥ 70
小学生 ￥ 50

※中学生以下は保護者同伴
※先着100名、12/24㈯から電話受付開始

科
学
館
前

広
場

会
議
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

プロが奏でる新春ギターコンサート
プロによるクラシック音楽・映画音楽などのギター演奏 14㈯ 13:30

無　料
（別途、茶菓代として¥400）

北九州市立西部勤労婦人センター
（レディスやはた）
093（661）1122※要事前申込

能
舞
台

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

にぎわい座～新春公演～
獅子舞や曲芸、大道芸など新春にふさわしいステージ 04㈬ 13:00 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555
15:00

たのしく字を書こう！書道に挑戦！！
筆あそびや好きな字、1年の目標などを書く書道イベント 15㈰ 13:00～

15:00 無　料

イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば
プ
レ
イ

ル
ー
ム

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第16回　木屋瀬いろは歌留多大会
宿場町木屋瀬の歴史・伝統などをテーマとした歌留多大会　参加希望者は電話でお申し込みください 08㈰ 10:00 無　料 長崎街道木屋瀬宿記念館

093（619）1149NewYearコンサート
響ホール室内合奏団によるコンサート 15㈰ 14:00 ￥500

※当日￥300増

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

絵画と和アート展 2㈪（振）～8㈰ 無　料 黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268アンデスの古代染め　ニットフェア 10㈫～15㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間（時間は上記）

期　間（時間は上記）

入　場　料 問合せ先

九州朝鮮中高級学校　美術部展
美術部9名が、1年間かけて作り上げた作品約30品を展示 07㈯～10㈫ 無　料 九州朝鮮中高級学校

093（691）4431※10㈫は17:00まで

日本の昔　暮らし　和風ドールハウス　アート展
日本の明治、大正、昭和の時代の日常生活をドールハウスで再現した作品約30品を展示 14㈯～29㈰ 無　料 旧百三十銀行ギャラリー

093（661）9130

会場 イベント 入　場　料 問合せ先

冬企画展　「～磨き抜かれた職人の技～北九州技の達人」展
郷土の宝である匠の逸品が一堂に集結 1/21㈯～4/2㈰ 無　料 北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411※対象：小学生以上

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2017.January

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始（12/29～1/1）、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

月

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　093(661)1122　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　月曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
東

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　1/1㈰㈷、2㈪（振）、18㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休、1/1㈰㈷

□℡ □時八幡
西

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
東

障

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州伯林的管弦楽団演奏会 08㈰ 15:00 無　料 北九州伯林的管弦楽団
093（611）6706【中西】

ニューイヤーコンサート 14㈯ 13:30 無　料 あかね幼稚園
093（617）0262

生活発表会 15㈰ 09:20 無　料 こじか幼稚園
093（631）730013:30 ※対象：関係者のみ

「合唱の街・北九州」
みんなのうたコンサート　～親・子・孫、3世代におくる、歌のきずな～
テツandトモ［司会］・城　南海（きずき　みなみ）［うた］･冨永　裕輔［うた］

21㈯ 15:00

一般 ￥3000
友の会 ￥2500

高校生以下 ￥2000
小学生以下 ￥1500

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

※未就学児膝上1名まで無料　※当日￥500増

アンサンブル・ノアール　弦楽三重奏の調べ
ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロの響演 9㈪㈷ 14:00

一般 ￥2500
学生 ￥1000 アンサンブル・ノアール

090（7294）1612【杉野】
※当日￥500増

第20回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
『魅せる！打楽器』～聴いて！見て！魅せられて！～ 16㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

福岡県立八幡中央高等学校　芸術コース第17回卒業制作展
洋画・彫刻・工芸・書・グラフィックデザイン

4㈬～
8㈰

9:00～
17:30

無　料
※8㈰は17:00まで

福岡県立八幡中央高等学校
093（681）2335【宮野】

巻紙絵手紙と水墨画展　水墨画 10㈫～
15㈰

10:00～
17:00

無　料 西日本墨技学院
090（2854）5257【寺尾】※15㈰は15:00まで

芳賀幸助　遺作写真展　写真 16㈪～18㈬ 無　料 津田勉久
080（5266）5390※16㈪は11:00から、18㈬は17:00まで

第47回北九州市教職員文化展　洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真・その他 21㈯～
23㈪

10:00～
18:00

無　料 北九州市教職員互助会文化行事実行委員会
093（521）7029【藤井】※23㈪は16:00まで

しゅんこう和紙ちぎり絵作品展　和紙ちぎり絵 25㈬～
28㈯

10:00～
19:00

無　料 しゅんこう和紙ちぎり絵
090（1349）1971【荒井】※28㈯は16:00まで

全日本写真連盟写友水巻支部写真展　写真 16㈪～
22㈰

9:00～
18:00

無　料 全日本写真連盟写友水巻支部
093（751）5634【葉石】※16㈪は12:00から、22㈰は17:00まで

空実　洋画・工芸・写真・その他 24㈫～
29㈰

10:00～
17:00 無　料 尾崎彩乃

090（9473）7431

第3回　世界の文字紀行展 30㈪ 11:00～
18:00 無　料 岡野浩昭

080（3963）9215

全
展
示
室

展
示
室
１

展
示
室
２

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉北区民文化祭　小倉北邦舞の会 08㈰ 11:00 ￥1000 小倉北文化連盟
093（452）3312【藤間】

平成28年度　ウェルとばた　新春歌まつり
北九州市内で活動する6団体のカラオケ発表会 15㈰ 10:00 ￥1000 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

北九州市立年長者研修大学校周望学舎同窓会　25周年記念式典・記念祭 28㈯ 12:30 無　料 北九州市立年長者研修大学校周望学舎
080（6433）5103【後藤】

クローバーコンサート
北九州・飯塚・田川・鹿児島、四つの合唱団によるリサイタル 29㈰ 14:00 ￥1000

（前売・当日共）
北九州楽友協会

093（622）1900【江里口】

NEW YEAR 2017 Opera gala concerto 07㈯ 14:30 ￥3500 2017オペラガラコンサート実行委員会
080（6429）5913【吉松】※当日￥500増

小倉北区民音楽祭 08㈰ 14:30 ￥500 小倉北音楽協会
093（871）7045【植田】

エフコープ北部ブロック企画　山本華世講演会
今、この時を輝いて～自分らしく生きる～ 18㈬ 10:30 無　料

※要事前申込、申込締切1/6㈮
エフコープ生活協同組合

0120（41）0120
ウェルカムコンサート
出演／山科佳子（ソプラノ）　中島由紀子（ピアノ） 12㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

和田木乃実　創作屏風展 17㈫～22㈰ 無　料

黄金逸品展 27㈮～29㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
西

月

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

障

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休、1/1㈰㈷

□℡ □時八幡
西



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

城
野
方
形
周
溝
墓
石
棺
移
築
展
示
公
開
開
始
！

〜
朱
塗
り
の
石
棺
２
基
を
再
現
〜

　
石
を
並
べ
た
棺
、
内
面
に
は
厚
く

塗
ら
れ
た
真
っ
赤
な
水
銀
朱
、
線
模

様
画
の
あ
る
小
口
石
。
こ
れ
は
、
２

０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
城
野
駅
の

南
に
広
が
る
城
野
遺
跡
で
発
見
さ
れ

た
城
野
方
形
周
溝
墓
の
石
棺
で
す
。

こ
の
度
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
移
築
保
存
が
完
了
し
、
発
見

当
時
の
ま
ま
の
姿
を
市
民
の
皆
さ
ま

に
公
開
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
城
野
遺
跡
で
は
、
今
か
ら
約
２
千

年
前
、
弥
生
時
代
の
中
頃
に
人
々
が

ム
ラ
を
作
り
暮
ら
し
始
め
ま
す
。
丘

陵
上
の
竪
穴
住
居
に
住
み
、
裾
に
広

が
る
低
湿
地
に
水
田
を
作
っ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
、
木
製
農
耕
具
を
加

工
す
る
た
め
の
遺
構
な
ど
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
石
棺
が
築
か
れ
た
の
は
今
か
ら
約

１
８
０
０
年
前
、
弥
生
時
代
終
わ
り

ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
方
形
に
溝
を
巡

ら
し
、
そ
の
中
央
に
埋
葬
の
た
め
の

石
棺
２
基
を
並
べ
る
よ
う
に
築
い
て

い
ま
す
。
方
形
周
溝
墓
と
し
て
は
長

辺
が
23
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
九
州
最

大
規
模
で
す
。
小
口
石
に
は
他
に
類

例
の
な
い
線
模
様
画
も
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
も
、
残
存
す
る
下
顎
骨
か
ら
、

石
棺
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
は
４
〜

５
歳
児
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
な

ど
、
大
変
珍
し
い
発
見
ば
か
り
で
し

た
。

　
水
銀
朱
の
塗
布
は
、
邪
霊
を
払
い
、

死
後
の
安
寧
を
祈
る
弥
生
時
代
の
葬

送
儀
礼
で
す
。
当
時
の
水
銀
朱
は
大

変
な
貴
重
品
で
す
。
幼
い
子
ど
も
の

た
め
に
、
大
き
な
墓
を
築
き
、
惜
し

げ
も
な
く
水
銀
朱
を
塗
る
こ
と
が
で

き
る
権
力
を
持
つ
首
長
が
、
こ
の
一

帯
を
治
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
同

時
に
、
幼
な
子
を
相
次
い
で
亡
く
し

た
両
親
の
切
な
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
な
遺
構
で
す
。

北九州市立埋蔵文化財センター
小倉北区金田１の１の３
お問合せ　093（592）3196
開館時間　午前９時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）
休館日   　
月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始

移築展示全景

城野方形周溝墓石棺

ひ
つ
ぎ

こ
ぐ
ち
い
し

か
が
く
こ
つ

■
響
シ
リ
ー
ズ
第
６
弾

金
子
三
勇
士
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

２
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル（
八
幡
東
区
平
野
）
。
二
つ
の
祖
国

を
結
ぶ
ピ
ア
ニ
ス
ト
金
子
三
勇
士
。

心
に
響
く
革
命
の
ピ
ア
ニ
ズ
ム
で
魅

了
す
る
。
予
定
曲
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト「
ピ
ア
ノ・ソ
ナ
タ
第
11
番
　
イ
長

調
『
ト
ル
コ
行
進
曲
』」、シ
ョ
パ
ン

「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番 

変
イ
長
調

『
英
雄
』
」
、
リ
ス
ト
「
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ 

ロ
短
調
」
な
ど
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
一
般
指
定
席
２
０
０
０
円
、

Ｕ-

25
指
定
席
１
０
０
０
円
（
当
日

前
売
り
共
同
一
料
金
）
。
未
就
学
児

入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
北
九
州
マ
リ
ン
バ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

RIM
 Concert vol.3

２
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
15
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
19
人
の
マ
リ
ン
バ
奏
者
に
よ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
。
第
１
部

〈
マ
リ
ン
バ
・
オ
ブ
ｔ
ｈ
ｅ
☆
マ
ジ

ッ
ク
！
〉
で
は
、
「
カ
ノ
ン
」
、「
ア

フ
リ
カ
ン
・
ブ
ル
ー
ス
」
、「
２
匹
の

狼
」
。
第
２
部
〈
『
惑
星
』
よ
り
〉

で
は
「
威
風
堂
々
」
、
「
組
曲
『
惑

星
』
よ
り
」
を
演
奏
。
ま
た
、
開
演

前
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
は
〝
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
〞
も
開
催
さ
れ
る
の

で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
全
席
自

由
。
入
場
料
、
一
般
２
５
０
０
円
、

友
の
会
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
５
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『北九州マリンバオーケストラ
ＲＩＭ　Concert vol.3』チラシ

『金子三勇士ピアノ・リサイタル』 チラシ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

　
昨
年
は
、
思
い
が
け
ず
海
外
に
行

く
機
会
に
恵
ま
れ
た
年
で
し
た
。
そ

の
一
つ
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト

で
の
リ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
。
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
観
客
の
佇
ま
い
が
大

好
き
で
す
。「
私
は
今
日
の
演
奏
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
の
よ
」
と
い
う
思

い
が
表
情
に
表
れ
て
い
ま
す
。
気
に

入
っ
た
演
奏
者
に
は
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
り
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
も
当

た
り
前
。
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
そ

れ
を
片
手
に
休
憩
中
は
友
達
と
会
話

が
弾
み
ま
す
。
客
席
に
批
判
的
な
空

気
は
な
く
、
と
て
も
落
ち
着
き
ま
す
。

　
う
れ
し
か
っ
た
の
が
コ
ン
ク
ー
ル

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
午
後
３
時
か
ら

と
午
後
７
時
半
か
ら
の
２
部
に
分
か

れ
て
い
て
、
つ
ま
り
朝
か
ら
お
昼
過

ぎ
ま
で
丸
々
空
き
ま
す
（
そ
の
時
間

は
参
加
者
の
練
習
に
充
て
ら
れ
て
い

る
）
。

　
『
ド
ナ
ウ
の
真
珠
』
と
い
わ
れ
る

ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
す
。
か
つ
て
の
帝
国

の
栄
華
を
今
に
残
す
重
厚
で
美
し
い

街
並
み
、
と
て
も
陽
気
で
親
日
の
ブ

ダ
ペ
ス
ト
市
民
。
す
っ
か
り
気
を
良

く
し
て
、
歩
い
た
歩
い
た
。
毎
日
２

万
歩
以
上
。
ド
ナ
ウ
川
ク
ル
ー
ズ
も

楽
し
み
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
観
光
に
、

と
存
分
に
満
喫
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
鑑
賞
は
一
度
ハ
マ
る

と
抜
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
今
年

も
子
ど
も
た
ち
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ

て
、
ま
た
ど
こ
か
に
出
掛
け
ら
れ
た

ら
い
い
な
。

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
を
満
喫

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

み
　ゆ
　じ

リ
　 ム

お
お
か
み

た
た
ず

ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
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2017年
1月号表紙

「＋創り人 折紙ブーケ」

※12月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

月

東京藝術大学音楽学部
早期教育プロジェクト2016 in北九州
東京藝術大学と地域とが協働して取り組む逸材発掘プロジェクトとして、東京藝術大学長らによる、
日本最高峰レベルのヴァイオリンとピアノの公開レッスンが開催されます。ぜひご観覧ください。

13:00～13:30 ※12：40開場　出演：荒井優利奈（ヴァイオリン）
曲目：チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲ニ長調作品35より第1楽章　ほか

11:00～11:30 ※10：40開場　出演：新納芳奈（ピアノ）
曲目：ベートーヴェン：15の変奏曲とフーガ「エロイカ変奏曲」変ホ長調作品35　ほか

北九州市立　響ホール
北九州市八幡東区平野1-1-1
国際村交流センター内
TEL 093-662-4010

瀧村依里・髙木慶太・鈴木慎崇
ピアノ・トリオ・コンサート
◆日程：1月21日（土）15:00 ※14:00開場
◆会場：北九州市立響ホール
◆料金：全席指定
　　　　一般　　2000円
　　　　U-25　1000円

◆出演：瀧村依里（ヴァイオリン）
　　　　髙木慶太（チェロ）
　　　　鈴木慎崇（ピアノ）
◆曲目：サン＝サーンス：組曲「動物の謝肉祭」より“白鳥”
　　　　メンデルスゾーン：ピアノ三重奏曲第2番ハ短調　ほか

きいてなっとく♪～アナリーゼワークショップ開催

「ランチタイム・コンサート」開催

コンサート前日に、そのテーマと聴きどころを演奏家自身が分かりやすく説明します

※未就学児入場不可
※U-25:1990年以降生まれの方が全て対象です。
　入場時にチケットと一緒に年齢が確認できる
　証明書を必ずご本人様がご提示ください。

～無限に広がるピアノ三重奏の楽しみを～

夢を夢で終わらせない̶̶

次世代を担う逸材、若きアーティストによる

【主催】(公財)北九州市芸術文化振興財団
【共催】北九州市、北九州市教育委員会　【後援】NHK北九州放送局、北九州音楽協会

チケット取扱
〔音楽事業課 オンラインチケットサービス（PCサイト） http://www.kicpac-music.jp/〕　◇響ホール（9:00～18:00　12月29日～1月3日を除く）　◇北九州芸術劇場5Fプレイガイド（10:00～19:00　12月29日～1月3日を除く）
◆チケットぴあ（Pコード：311-219）〔◇井筒屋小倉店･黒崎店、セブンイレブン、サークルK・サンクス〕　◆ローソンチケット（Lコード：84993）〔◇ローソン、ミニストップ〕

（公財）北九州市芸術文化振興財団 音楽事業課　TEL 093-663-6661（受付時間/9：00～18：00　土・日・祝日・12月29日～1月3日を除く）
〒805-0062　北九州市八幡東区平野1-1-1　響ホール内　http://www.kicpac-music.jp/

1月
15：00

21（土）

（14：00開場）

北九州市市民文化スポーツ局文化企画課　TEL 093-582-2389 （当日は北九州市立響ホール　TEL 093-662-4010）

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、レインボープラザ、北九州芸
術劇場プレイガイド・インフォメーション、響ホールなど

「CulCul・かるかる」がホームページとアプリになりました！

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp
CulCul・かるかる

ヴァイオリン部門
（小学４年生～中学２年生のレッスン）
◆日程：1月14日（土）10:40
　※10:20開場（18:00終演予定）
◆会場：北九州市立響ホール
◆指導：東京藝術大学
　　　　学長　澤和樹
◆観覧料：無料

ピアノ部門
（小学４年生～中学２年生のレッスン）
◆日程：1月15日（日）11:40
　※10:40開場（18:00終演予定）
◆会場：北九州市立響ホール
◆指導：東京藝術大学音楽学部
　　　　教授　植田克己
◆観覧料：無料

◆会場：響ホール　リハーサル室
◆入場料：無料（要事前申込） ※未就学児入場不可 
◆申込：TEL 093-663-6661

1月20日（金）
18:30～19:15 ※18:00開場

お問合せ先

〔◎は電話予約のみ　◆は店頭販売、電話予約可　◇は店頭販売のみ〕　◎（公財）北九州市芸術文化振興財団（093-663-6661　9：00～18：00　土・日・祝日・12月29日～1月3日を除く）

◆会場：北九州市立響ホール
※両日とも観覧無料、全席自由

14（土） 15（日）

※両日とも、開場から先着順
　（定員380人）

※受講生の募集は終了しました

●…ヴァイオリン部門
○…ピアノ部門

10：40
（10：20開場）

11：40
（10：40開場）

1月

北九州市立　響ホール
北九州市八幡東区平野1-1-1
国際村交流センター内
TEL 093-662-4010

観覧者
募集

1月14日(土) 

1月15日(日)
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城
野
方
形
周
溝
墓
石
棺
移
築
展
示
公
開
開
始
！

〜
朱
塗
り
の
石
棺
２
基
を
再
現
〜

　
石
を
並
べ
た
棺
、
内
面
に
は
厚
く

塗
ら
れ
た
真
っ
赤
な
水
銀
朱
、
線
模

様
画
の
あ
る
小
口
石
。
こ
れ
は
、
２

０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
城
野
駅
の

南
に
広
が
る
城
野
遺
跡
で
発
見
さ
れ

た
城
野
方
形
周
溝
墓
の
石
棺
で
す
。

こ
の
度
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
移
築
保
存
が
完
了
し
、
発
見

当
時
の
ま
ま
の
姿
を
市
民
の
皆
さ
ま

に
公
開
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
城
野
遺
跡
で
は
、
今
か
ら
約
２
千

年
前
、
弥
生
時
代
の
中
頃
に
人
々
が

ム
ラ
を
作
り
暮
ら
し
始
め
ま
す
。
丘

陵
上
の
竪
穴
住
居
に
住
み
、
裾
に
広

が
る
低
湿
地
に
水
田
を
作
っ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
、
木
製
農
耕
具
を
加

工
す
る
た
め
の
遺
構
な
ど
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
石
棺
が
築
か
れ
た
の
は
今
か
ら
約

１
８
０
０
年
前
、
弥
生
時
代
終
わ
り

ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
方
形
に
溝
を
巡

ら
し
、
そ
の
中
央
に
埋
葬
の
た
め
の

石
棺
２
基
を
並
べ
る
よ
う
に
築
い
て

い
ま
す
。
方
形
周
溝
墓
と
し
て
は
長

辺
が
23
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
九
州
最

大
規
模
で
す
。
小
口
石
に
は
他
に
類

例
の
な
い
線
模
様
画
も
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
も
、
残
存
す
る
下
顎
骨
か
ら
、

石
棺
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
は
４
〜

５
歳
児
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
な

ど
、
大
変
珍
し
い
発
見
ば
か
り
で
し

た
。

　
水
銀
朱
の
塗
布
は
、
邪
霊
を
払
い
、

死
後
の
安
寧
を
祈
る
弥
生
時
代
の
葬

送
儀
礼
で
す
。
当
時
の
水
銀
朱
は
大

変
な
貴
重
品
で
す
。
幼
い
子
ど
も
の

た
め
に
、
大
き
な
墓
を
築
き
、
惜
し

げ
も
な
く
水
銀
朱
を
塗
る
こ
と
が
で

き
る
権
力
を
持
つ
首
長
が
、
こ
の
一

帯
を
治
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
同

時
に
、
幼
な
子
を
相
次
い
で
亡
く
し

た
両
親
の
切
な
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
な
遺
構
で
す
。

北九州市立埋蔵文化財センター
小倉北区金田１の１の３
お問合せ　093（592）3196
開館時間　午前９時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）
休館日   　
月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始

移築展示全景

城野方形周溝墓石棺

ひ
つ
ぎ

こ
ぐ
ち
い
し

か
が
く
こ
つ

■
響
シ
リ
ー
ズ
第
６
弾

金
子
三
勇
士
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

２
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル（
八
幡
東
区
平
野
）
。
二
つ
の
祖
国

を
結
ぶ
ピ
ア
ニ
ス
ト
金
子
三
勇
士
。

心
に
響
く
革
命
の
ピ
ア
ニ
ズ
ム
で
魅

了
す
る
。
予
定
曲
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト「
ピ
ア
ノ・ソ
ナ
タ
第
11
番
　
イ
長

調
『
ト
ル
コ
行
進
曲
』」、シ
ョ
パ
ン

「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番 

変
イ
長
調

『
英
雄
』
」
、
リ
ス
ト
「
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ 

ロ
短
調
」
な
ど
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
一
般
指
定
席
２
０
０
０
円
、

Ｕ-

25
指
定
席
１
０
０
０
円
（
当
日

前
売
り
共
同
一
料
金
）
。
未
就
学
児

入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
北
九
州
マ
リ
ン
バ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

RIM
 Concert vol.3

２
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
15
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
19
人
の
マ
リ
ン
バ
奏
者
に
よ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
。
第
１
部

〈
マ
リ
ン
バ
・
オ
ブ
ｔ
ｈ
ｅ
☆
マ
ジ

ッ
ク
！
〉
で
は
、
「
カ
ノ
ン
」
、「
ア

フ
リ
カ
ン
・
ブ
ル
ー
ス
」
、「
２
匹
の

狼
」
。
第
２
部
〈
『
惑
星
』
よ
り
〉

で
は
「
威
風
堂
々
」
、
「
組
曲
『
惑

星
』
よ
り
」
を
演
奏
。
ま
た
、
開
演

前
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
は
〝
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
〞
も
開
催
さ
れ
る
の

で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
全
席
自

由
。
入
場
料
、
一
般
２
５
０
０
円
、

友
の
会
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
５
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『北九州マリンバオーケストラ
ＲＩＭ　Concert vol.3』チラシ

『金子三勇士ピアノ・リサイタル』 チラシ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

　
昨
年
は
、
思
い
が
け
ず
海
外
に
行

く
機
会
に
恵
ま
れ
た
年
で
し
た
。
そ

の
一
つ
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト

で
の
リ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
。
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
観
客
の
佇
ま
い
が
大

好
き
で
す
。「
私
は
今
日
の
演
奏
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
の
よ
」
と
い
う
思

い
が
表
情
に
表
れ
て
い
ま
す
。
気
に

入
っ
た
演
奏
者
に
は
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
り
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
も
当

た
り
前
。
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
そ

れ
を
片
手
に
休
憩
中
は
友
達
と
会
話

が
弾
み
ま
す
。
客
席
に
批
判
的
な
空

気
は
な
く
、
と
て
も
落
ち
着
き
ま
す
。

　
う
れ
し
か
っ
た
の
が
コ
ン
ク
ー
ル

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
午
後
３
時
か
ら

と
午
後
７
時
半
か
ら
の
２
部
に
分
か

れ
て
い
て
、
つ
ま
り
朝
か
ら
お
昼
過

ぎ
ま
で
丸
々
空
き
ま
す
（
そ
の
時
間

は
参
加
者
の
練
習
に
充
て
ら
れ
て
い

る
）
。

　
『
ド
ナ
ウ
の
真
珠
』
と
い
わ
れ
る

ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
す
。
か
つ
て
の
帝
国

の
栄
華
を
今
に
残
す
重
厚
で
美
し
い

街
並
み
、
と
て
も
陽
気
で
親
日
の
ブ

ダ
ペ
ス
ト
市
民
。
す
っ
か
り
気
を
良

く
し
て
、
歩
い
た
歩
い
た
。
毎
日
２

万
歩
以
上
。
ド
ナ
ウ
川
ク
ル
ー
ズ
も

楽
し
み
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
観
光
に
、

と
存
分
に
満
喫
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
鑑
賞
は
一
度
ハ
マ
る

と
抜
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
今
年

も
子
ど
も
た
ち
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ

て
、
ま
た
ど
こ
か
に
出
掛
け
ら
れ
た

ら
い
い
な
。

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
を
満
喫

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

み
　ゆ
　じ

リ
　 ム

お
お
か
み

た
た
ず

ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
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漫画
hiroba古　川　清　香

北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Sayaka Furukawa

　
新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
展
や
漫
画
紹
介
を

繰
り
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年

も
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
１
５
年
か
ら
日
本
財

団
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
「
こ
れ

も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
〜
世
界
発
見
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
が
、
昨
年
さ
ら
に

50
点
の
作
品
を
追
加
。
全
１
５
０
点

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
〜
世

界
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
（
以
下
、

「
こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
」
）
は
、

普
通
の
娯
楽
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ

た
マ
ン
ガ
の
中
に
も
、
学
習
に
役
立

つ
要
素
が
あ
る
こ
と
に
注
目
。
そ
こ

か
ら
、
読
者
が
社
会
や
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な

る
作
品
を
、
マ
ン
ガ
家
や
評
論
家
、

研
究
者
が
選
定
し
、
選
ん
だ
１
５
０

作
品
を
「
学
べ
る
マ
ン
ガ
」
と
し
て

提
案
し
て
い
ま
す
。

　
選
ば
れ
た
１
５
０
作
品
は
、
文
学
、

歴
史
、
職
業
、
科
学
・
学
習
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
11
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
新
た
に
加
わ
っ

た
50
作
品
の
中
に
は
、
「
芸
術
」
に

『
か
く
か
く
し
か
じ
か
』
（
東
村
ア

キ
コ
・
集
英
社
）
が
あ
り
ま
す
。
漫

画
家
に
な
り
た
い
主
人
公
が
、
絵
画

教
室
で
と
て
も
指
導
熱
心
な
先
生
に

出
会
い
ま
す
。
漫
画
家
に
な
る
ま
で

の
自
伝
的
作
品
で
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス

に
向
か
っ
て
絵
画
を
描
け
」
と
言
い

続
け
る
先
生
に
、
本
当
は
漫
画
を
描

き
た
い
の
に
そ
れ
を
言
い
出
せ
な
い

主
人
公
の
心
の
葛
藤
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る

の
が
、
「
社
会
」
に
分
類
さ
れ
て
い

る
『
忍
者
武
芸
帳
　
影
丸
伝
』（
白
土

三
平
・
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

で
す
。「
こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
「
日

本
の
戦
国
時
代
を
舞
台
に
、
大
名
、

剣
客
、
僧
侶
、
盗
賊
、
農
民
、
戦
争

孤
児
た
ち
な
ど
多
様
な
階
級
・
境
遇

の
人
物
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野

望
、
利
害
、
意
思
を
絡
ま
せ
合
っ
て
、

息
継
ぐ
間
も
な
い
戦
い
の
物
語
が
進

み
ま
す
」
と
の
こ
と
。
戦
国
時
代
を

天
下
取
り
だ
け
で
は
な
い
角
度
か
ら

描
い
て
お
り
、
現
代
に
お
い
て
も
い

ろ
い
ろ
な
思
惑
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

　
ま
た
今
回
か
ら
「
こ
れ
が
俺
の
学

習
マ
ン
ガ
だ
！
」
と
い
う
新
企
画
が

登
場
。
「
自
分
に
と
っ
て
『
学
び
』

に
な
っ
た
」
、
「
新
し
い
世
界
を
知

っ
た
」
、
と
思
う
マ
ン
ガ
作
品
を
専

用
サ
イ
ト
か
ら
投
稿
し
、
多
数
の
投

稿
作
品
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
で
ラ
ン
キ
ン

グ
形
式
で
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
筆

者
は
海
上
保
安
庁
を
描
い
た
『
ト
ッ

キ
ュ
ー
！
！
』
（
小
森
陽
一
、
久
保

ミ
ツ
ロ
ウ
・
講
談
社
）
が
オ
ス
ス
メ
。

主
人
公
が
海
上
保
安
庁
に
入
庁
し
て

か
ら
海
難
救
助
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

「
特
殊
救
難
隊
」
で
の
活
躍
ま
で
を

描
く
、
海
上
保
安
庁
の
仕
事
や
関
わ

る
人
々
の
思
い
が
分
か
る
一
冊
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
一
冊
の
本
も
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
『
人
生
と
勉
強
に
効
く
学
べ
る

マ
ン
ガ
１
０
０
冊
』
。
昨
年
紹
介
さ

れ
た
作
品
が
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
、

さ
ら
に
深
く
作
品
に
つ
い
て
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ガ
を
通
じ
て
「
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
」
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
こ
れ
か
ら

も
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
か
、

大
変
楽
し
み
で
す
。
私
た
ち
も
皆
さ

ん
に
情
報
発
信
を
続
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

『人生と勉強に効く学べるマンガ100冊』
佐渡島庸平、里中満智子ほか著

昨年の「これも学習マンガだ！」チラシ

閲覧ゾーンの「これも学習マンガだ！」コーナー

Information
【開館時間】午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】火曜日（12月27日・1月3日は開館）
年末年始（12月31日～1月2日）
【常設展観覧料】※（　）内は団体料金
一般400(320)円　中高生200(160)円　小学生100(80)円　
※小学生未満無料
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

「これも学習マンガだ！～世界発見プロジェクト～」
詳細はホームページで確認できます
http://gakushumanga.jp/　
「これ学マンガだより」もチェック！

こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！ 

〜
世
界
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
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埋蔵財
化
文

hiroba
遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Masatoshi Uno

　
２
０
１
６
年
４
月
に
２
週
間
余
り
、

安
倍
山
祭
祀
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行

っ
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
１
９
５
８

（
昭
和
33
）
年
に
福
岡
県
立
小
倉
高

等
学
校
考
古
学
部
に
よ
っ
て
平
安
時

代
後
期
の
祭
祀
用
土
器
が
表
面
採
集

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
回
の
発
掘
調
査
は
小
倉
高
校
が

確
認
し
た
も
の
と
は
場
所
、
時
代
が

異
な
る
も
の
の
、
古
墳
時
代
祭
祀
に

用
い
る
手
づ
く
ね
土
器
が
発
見
さ
れ
、

こ
の
辺
り
一
帯
に
祭
祀
場
が
点
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
安
部
山
は
足
立
山
（
５
９
８
メ
ー

ト
ル
）
の
東
南
側
山
麓
に
あ
り
、
こ

こ
に
和
気
清
麻
呂
伝
説
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
今
か
ら
１
２
０
０
余
年
前

の
称
徳
天
皇
の
神
護
景
雲
年
間
（
７

６
７
〜
７
７
０
年
）
に
、
天
皇
の
寵

愛
を
受
け
て
い
た
弓
削
道
鏡
が
宇
佐

八
幡
神
の
神
勅
と
偽
っ
て
皇
位
に
就

こ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
天
皇
は
も
う

一
度
正
式
に
神
勅
を
聞
こ
う
と
し
て

37
歳
の
和
気
清
麻
呂
を
宇
佐
八
幡
宮

に
遣
わ
し
た
。
和
気
清
麻
呂
は
「
わ

が
国
は
か
つ
て
臣
下
が
天
皇
に
な
っ

た
た
め
し
は
な
い
。
皇
位
に
は
皇
族

を
立
て
る
べ
き
で
、
道
を
わ
き
ま
え

ぬ
人
は
退
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う

神
託
を
持
ち
帰
っ
た
。
こ
の
た
め
、

道
鏡
の
怒
り
に
触
れ
、
足
の
筋
を
断

た
れ
大
隅
の
国
（
鹿
児
島
）
へ
流
刑

に
な
り
、
都
か
ら
船
で
向
か
う
途
中
、

宇
佐
郡
に
流
れ
着
い
た
。
す
る
と
白

鹿
が
来
て
地
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
和
気

清
麻
呂
を
背
に
乗
せ
、
左
右
を
２
０

０
頭
余
り
の
猪
が
守
り
な
が
ら
宇
佐

八
幡
宮
へ
と
導
い
た
。

　
清
麻
呂
が
罪
な
き
こ
と
を
乞
い
奉

る
と
八
幡
神
が
現
れ
、
「
こ
れ
よ
り

西
方
十
七
里
の
規
矩
郡
（
企
救
郡
）

竹
和
山
（
現
在
の
足
立
山
）
の
山
麓

に
温
泉
あ
り
、
こ
の
所
に
浴
せ
ば
必

ず
癒
る
」
と
お
告
げ
が
あ
っ
た
。
清

麻
呂
は
急
ぎ
温
泉
を
浴
す
と
数
日
に

し
て
両
足
が
元
の
よ
う
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
こ
の
山
を

「
足
立
山
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
和
気
清
麻
呂
は
蜂
ヶ
坂

（
現
在
八
ヶ
坂
、
安
部
山
公
園
の
北

側
）
に
草
庵
を
結
び
、
神
祠
を
建
て

て
朝
夕
に
祀
っ
て
い
た
。
こ
の
神
祠

が
移
っ
て
現
在
の
葛
原
八
幡
神
社
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
足
立
山
麓
に
は
湧
温
泉
口
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
の
湯
が
川
と
な
っ
て

流
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地

を
湯
川
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
（
他

の
説
も
あ
る
）
。

　
和
気
清
麻
呂
伝
説
の
真
否
は
明
ら

か
に
し
得
な
い
も
の
の
、
こ
の
湯
川

に
数
カ
所
の
湯
が
湧
い
て
い
た
こ
と

は
、
湯
の
噴
き
出
し
口
を
祀
っ
た
水

神
社
や
足
立
山
中
腹
に
鉱
泉
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
筋
を
切
ら
れ
た
和
気
清
麻
呂
の
足

が
数
日
で
治
癒
す
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
が
、
少
し
は
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

温
泉
の
効
果
に
感
謝
し
て
、
湧
温
泉

口
へ
の
水
神
祭
祀
が
古
く
か
ら
行
わ

れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
今

回
の
発
掘
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
弥

生
土
器
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
縄

文
、
弥
生
時
代
以
降
、
湧
温
泉
口
の

水
神
祭
祀
の
在
り
方
、
古
え
の
人
々

の
心
の
在
り
方
、
自
然
神
へ
の
祈
り

方
を
探
る
上
で
、
こ
の
安
倍
山
祭
祀

遺
跡
は
学
史
的
に
重
要
な
遺
跡
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
3
月
号
で
す
】

〈埋蔵文化財の展示案内〉　～リニューアルオープンしました～

2009年に小倉南区城野遺跡で見つかった、弥生時代後期に築かれた方形周溝墓(ほうけいしゅうこうぼ) 
内の箱式石棺2基を移築復元して展示しています
実物の石材と真っ赤な朱で敷き詰められた床面を見る絶好の機会です。ぜひご見学ください
また、絵画文様のある石棺の小口石や副葬された鉄製品、小壺なども見学できます

・北九州市立埋蔵文化財センター〈小倉北区金田1の1の3　093(582)0941〉

・黒崎歴史ふれあい館〈八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F〉
常設展開催中／『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』『 シュガーロード・発掘物語』

【入館料】無料　【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休

葛原八幡神社の和気清麻呂像

安倍山祭祀遺跡の手づくね土器出土状態

※

　こ
こ
で
は「
温
泉
噴
き
出
し
口
」を
指
す

宇　野　愼　敏

ゆ    

げ   

ど
う
き
ょ
う

し
ょ
う
と
く

ち
ょ
う

あ
い

し
ん
ち
ょ
く

き    

く   

ぐ
ん

し
ん  
し

ゆ
う
お
ん
せ
ん
ぐ
ち

ま
つ

ち
く

　わ   

や
ま

じ
ん  

ご   

け
い  

う
ん

い
に
し

安
倍
山
祭
祀
遺
跡
の
歴
史
的
意
義

さ
い 

し

・北九州市を掘る(85)　埋蔵文化財速報展『洞海湾の海浜に暮らした人々～山王遺跡第1・2地点の調査から～』
　旧石器～弥生時代の石器や奈良時代の製塩土器、中世の陶磁器など200点を展示。常設展もあり
【入館料】無料　【開催期間】4月23日(日)まで　【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始は休館
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漫画
hiroba古　川　清　香

北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Sayaka Furukawa

　
新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
展
や
漫
画
紹
介
を

繰
り
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年

も
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
１
５
年
か
ら
日
本
財

団
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
「
こ
れ

も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
〜
世
界
発
見
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
が
、
昨
年
さ
ら
に

50
点
の
作
品
を
追
加
。
全
１
５
０
点

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
〜
世

界
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
（
以
下
、

「
こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
」
）
は
、

普
通
の
娯
楽
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ

た
マ
ン
ガ
の
中
に
も
、
学
習
に
役
立

つ
要
素
が
あ
る
こ
と
に
注
目
。
そ
こ

か
ら
、
読
者
が
社
会
や
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な

る
作
品
を
、
マ
ン
ガ
家
や
評
論
家
、

研
究
者
が
選
定
し
、
選
ん
だ
１
５
０

作
品
を
「
学
べ
る
マ
ン
ガ
」
と
し
て

提
案
し
て
い
ま
す
。

　
選
ば
れ
た
１
５
０
作
品
は
、
文
学
、

歴
史
、
職
業
、
科
学
・
学
習
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
11
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
新
た
に
加
わ
っ

た
50
作
品
の
中
に
は
、
「
芸
術
」
に

『
か
く
か
く
し
か
じ
か
』
（
東
村
ア

キ
コ
・
集
英
社
）
が
あ
り
ま
す
。
漫

画
家
に
な
り
た
い
主
人
公
が
、
絵
画

教
室
で
と
て
も
指
導
熱
心
な
先
生
に

出
会
い
ま
す
。
漫
画
家
に
な
る
ま
で

の
自
伝
的
作
品
で
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス

に
向
か
っ
て
絵
画
を
描
け
」
と
言
い

続
け
る
先
生
に
、
本
当
は
漫
画
を
描

き
た
い
の
に
そ
れ
を
言
い
出
せ
な
い

主
人
公
の
心
の
葛
藤
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る

の
が
、
「
社
会
」
に
分
類
さ
れ
て
い

る
『
忍
者
武
芸
帳
　
影
丸
伝
』（
白
土

三
平
・
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

で
す
。「
こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
「
日

本
の
戦
国
時
代
を
舞
台
に
、
大
名
、

剣
客
、
僧
侶
、
盗
賊
、
農
民
、
戦
争

孤
児
た
ち
な
ど
多
様
な
階
級
・
境
遇

の
人
物
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野

望
、
利
害
、
意
思
を
絡
ま
せ
合
っ
て
、

息
継
ぐ
間
も
な
い
戦
い
の
物
語
が
進

み
ま
す
」
と
の
こ
と
。
戦
国
時
代
を

天
下
取
り
だ
け
で
は
な
い
角
度
か
ら

描
い
て
お
り
、
現
代
に
お
い
て
も
い

ろ
い
ろ
な
思
惑
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

　
ま
た
今
回
か
ら
「
こ
れ
が
俺
の
学

習
マ
ン
ガ
だ
！
」
と
い
う
新
企
画
が

登
場
。
「
自
分
に
と
っ
て
『
学
び
』

に
な
っ
た
」
、
「
新
し
い
世
界
を
知

っ
た
」
、
と
思
う
マ
ン
ガ
作
品
を
専

用
サ
イ
ト
か
ら
投
稿
し
、
多
数
の
投

稿
作
品
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
で
ラ
ン
キ
ン

グ
形
式
で
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
筆

者
は
海
上
保
安
庁
を
描
い
た
『
ト
ッ

キ
ュ
ー
！
！
』
（
小
森
陽
一
、
久
保

ミ
ツ
ロ
ウ
・
講
談
社
）
が
オ
ス
ス
メ
。

主
人
公
が
海
上
保
安
庁
に
入
庁
し
て

か
ら
海
難
救
助
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

「
特
殊
救
難
隊
」
で
の
活
躍
ま
で
を

描
く
、
海
上
保
安
庁
の
仕
事
や
関
わ

る
人
々
の
思
い
が
分
か
る
一
冊
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
一
冊
の
本
も
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
『
人
生
と
勉
強
に
効
く
学
べ
る

マ
ン
ガ
１
０
０
冊
』
。
昨
年
紹
介
さ

れ
た
作
品
が
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
、

さ
ら
に
深
く
作
品
に
つ
い
て
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ガ
を
通
じ
て
「
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
」
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
こ
れ
か
ら

も
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
か
、

大
変
楽
し
み
で
す
。
私
た
ち
も
皆
さ

ん
に
情
報
発
信
を
続
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

『人生と勉強に効く学べるマンガ100冊』
佐渡島庸平、里中満智子ほか著

昨年の「これも学習マンガだ！」チラシ

閲覧ゾーンの「これも学習マンガだ！」コーナー

Information
【開館時間】午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】火曜日（12月27日・1月3日は開館）
年末年始（12月31日～1月2日）
【常設展観覧料】※（　）内は団体料金
一般400(320)円　中高生200(160)円　小学生100(80)円　
※小学生未満無料
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

「これも学習マンガだ！～世界発見プロジェクト～」
詳細はホームページで確認できます
http://gakushumanga.jp/　
「これ学マンガだより」もチェック！

こ
れ
も
学
習
マ
ン
ガ
だ
！ 

〜
世
界
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
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○
没
後
70
年

　
北
九
州
ゆ
か
り
の
俳
人
・
杉
田
久

女
が
亡
く
な
っ
て
70
年
が
経
ち
ま
し

た
。
北
九
州
市
で
は
、
久
女
の
孤
独

な
死
を
偲
び
つ
つ
、
遺
さ
れ
た
す
ば

ら
し
い
作
品
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
記
念
の
顕
彰
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

〇
坂
本
宮
尾
さ
ん
特
別
講
演
会
と
講

演
録
の
刊
行

　
没
後
70
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皮
切

り
と
し
て
２
０
１
６
年
の
久
女
忌

（
１
月
21
日
）
に
、
俳
人
で
杉
田
久

女
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
坂
本
宮

尾
さ
ん
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
に

特
別
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
講
演
録
「
杉
田
久
女

―

そ
の
実
像
を
追
っ
て
」
を
刊
行
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
北

九
州
市
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
文
化

企
画
課
（
０
９
３
・
５
８
２
・
２
３

９
１
）
ま
で
。

〇
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
杉
田
久
女
　そ

の
生
涯
と
作
品
」
刊
行

（
北
九
州
市
文
化
振
興
基
金
奨
励
事

業
）

　
市
民
団
体
、
久
女
・
多
佳
子
の
会

が
編
集
発
行
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

す
。
久
女
の
代
表
句
８
句
を
上
野
さ

ち
子
さ
ん
（
山
口
県
立
大
学
名
誉
教

授
）
の
鑑
賞
で
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

文
学
館
で
無
料
配
布
中
。

〇
『
句
画
集
杉
田
久
女
一
〇
一
句
』

刊
行
と
原
画
展

（
北
九
州
市
文
化
振
興
基
金
奨
励
事

業
）

　
久
女
の
俳
句
１
０
１
句
と
西
川
幸

夫
さ
ん
の
水
彩
画
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
た
句
画
集
で
す
。
う
ち
65
句

は
坂
本
宮
尾
さ
ん
の
鑑
賞
付
き
で
す
。

定
価
２
０
０
０
円
、
市
内
な
ど
の
一

般
書
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
10
日
か
ら
27
日
ま
で
、
文
学

館
で
こ
の
本
の
原
画
展
「
北
九
州
が

生
ん
だ
女
性
俳
人
　
杉
田
久
女
　
句

画
集
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
文
学
館
文
庫
別
冊『
杉
田
久
女
頌
』

刊
行

　
こ
れ
ま
で
に
11
冊
を
刊
行
し
て
き

た
文
学
館
文
庫
の
別
冊
と
し
て
久
女

の
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
刊
行
し

ま
す
。
俳
句
、
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
か

ら
な
る
作
品
編
の
ほ
か
、
高
橋
睦
郎

さ
ん
、
坪
内
稔
典
さ
ん
、
西
村
和
子

さ
ん
ら
に
よ
る
豪
華
な
久
女
論
７
本

を
収
め
ま
す
。

　
１
月
21
日
（
久
女
忌
）
刊
行
予
定
。

定
価
１
０
０
０
円
。
文
学
館
の
ほ
か
、

市
内
書
店
ク
エ
ス
ト
で
も
販
売
し
ま

す
。

〇
落
椿
　杉
田
久
女
・
橋
本
多
佳
子

展
開
催

　
16
回
目
を
迎
え
る
「
全
国
俳
句
大

会
ｉ
ｎ
北
九
州
〜
久
女
を
育
み
、
多

佳
子
を
生
ん
だ
俳
句
の
地
〜
」
に
合

わ
せ
、
文
学
館
で
杉
田
久
女
と
橋
本

多
佳
子
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
俳
句
作
品
の
筆
墨
の
ほ
か
、
遺
愛

品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
は
、
没
後
70
年
で
あ

る
と
同
時
に
久
女
が
俳
句
と
出
会
っ

て
１
０
０
年
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
久
女
は
師
で
あ
る
高
浜
虚
子
へ
宛

て
た
手
紙
に
、
自
分
の
死
後
も
作
品

が
遺
り
、
理
解
者
を
得
る
こ
と
を
願

っ
て
「
百
年
の
後
に
知
己
を
見
出
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
の
私
た
ち
こ
そ
が
久
女
の
願
っ

た
「
百
年
の
友
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

杉田久女

坂本宮尾さん講演会リーフレット「杉田久女　
その生涯と作品」

『句画集杉田久女一〇一句』

杉
田
久
女
没
後
70
年

落椿　杉田久女・橋本多佳子展

【開催期間】
3月1日（水）～4月9日（日）

【休館日】
月曜日　3月20日は開館（翌21日休館）

【観覧料】無料
※「北九州と3.11、そして熊本地震」展
 （3月31日まで）と同時開催

【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information

文芸
hiroba 中 西　由 紀 子

北九州市立文学館　学芸員
Yukiko Nakanishi

ようこそ文学館へ

し
の

の
こ

5 CulCul  2017. January

　
北
九
州
市
立
美
術
館
で
は
、
２
０

１
７
年
１
月
23
日
よ
り
、
映
画
俳
優

・
高
倉
健
の
回
顧
展
を
開
催
し
ま
す
。

仁
侠
映
画
で
一
時
代
を
築
き
、
数
多

く
の
名
作
や
話
題
作
に
出
演
し
、
晩

年
は
最
も
出
演
が
待
ち
望
ま
れ
る
俳

優
と
し
て
、
生
涯
で
２
０
５
本
も
の

映
画
に
出
演
し
た
高
倉
健
。
多
く
の

フ
ァ
ン
、
ス
タ
ッ
フ
や
役
者
仲
間
た

ち
か
ら
慕
わ
れ
た
名
優
が
世
を
去
っ

た
の
は
、
14
年
11
月
10
日
の
こ
と
で

し
た
。
本
展
は
、
３
回
忌
を
迎
え
る

の
を
機
に
、
高
倉
健
の
映
画
俳
優
と

し
て
の
仕
事
を
回
顧
し
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
業
績
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
高
倉
健
（
本
名
・
小
田
剛
一
）
は
、

１
９
３
１
年
２
月
16
日
、
福
岡
県
中

間
市
で
生
ま
れ
ま
す
。
旧
制
東
筑
中

学
、
福
岡
県
立
東
筑
高
校
で
は
、
英

語
と
ボ
ク
シ
ン
グ
に
熱
中
す
る
青
春

時
代
を
過
ご
し
、
明
治
大
学
商
学
部

を
54
年
に
卒
業
し
た
翌
年
、
東
映
に

就
職
す
る
た
め
の
面
接
を
受
け
た
の

が
、
映
画
俳
優
に
な
る
契
機
と
な
り

ま
し
た
。

　
56
年
、
映
画
『
電
光
空
手
打
ち
』

の
主
演
で
デ
ビ
ュ
ー
後
は
、
多
く
の

作
品
に
主
演
・
助
演
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
役
柄
に
挑
戦
し
、
俳
優
と
し
て
の

個
性
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
64
年
、
マ
キ
ノ
雅
弘
監
督
に

よ
る
『
日
本
俠
客
伝
』
に
主
演
し
た

高
倉
健
は
一
躍
ス
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
70
年
安
保

闘
争
に
至
る
時
代
に
、
『
網
走
番
外

地
』
『
昭
和
残
俠
伝
』
な
ど
の
シ
リ

ー
ズ
で
見
せ
た
、
我
慢
に
我
慢
を
重

ね
た
末
に
敵
地
に
殴
り
込
み
を
か
け

る
姿
は
多
く
の
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

　
70
年
に
は
新
し
い
挑
戦
と
し
て
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
燃
え
る
戦
場
』

に
初
出
演
、
74
年
に
は
『
ザ
・
ヤ
ク

ザ
』
に
初
主
演
す
る
な
ど
、
国
際
派

俳
優
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
76

年
、
東
映
を
退
社
し
た
高
倉
健
は
、

『
八
甲
田
山
』
、
『
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
』
、
『
野
性
の
証
明
』
な

ど
の
話
題
作
に
次
々
と
主
演
し
ま
す
。

邦
画
が
洋
画
に
押
さ
れ
て
い
く
中
、

豊
富
な
予
算
と
大
規
模
な
広
報
戦
略

を
伴
っ
た
大
作
主
義
が
台
頭
し
ま
す

が
、
高
倉
健
は
そ
の
中
心
で
活
躍
し

た
俳
優
の
一
人
で
し
た
。
80
年
代
に

は
、
日
本
映
画
の
興
行
成
績
新
記
録

を
樹
立
し
た
『
南
極
物
語
』
や
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
大
作
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
イ

ン
』
が
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
晩
年
は
出
演
作
品
を
じ
っ
く
り
と

選
ぶ
傾
向
を
強
め
、
約
20
年
間
に
出

演
し
た
映
画
は
わ
ず
か
４
本
で
し
た
。

し
か
し
、
約
20
年
ぶ
り
に
東
映
東
京

撮
影
所
の
ス
タ
ッ
フ
と
製
作
し
た
、

『
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）
』
、
中
国

で
撮
影
さ
れ
た
『
単
騎
、
千
里
を
走

る
。
』
な
ど
、
映
画
出
演
の
た
び
に
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
注
目
さ
れ
、

２
０
１
３
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
展
覧
会
で
は
、
出
演
作
２
０
５
本

全
て
の
抜
粋
映
像
を
紹
介
し
ま
す
。

１
本
１
本
の
抜
粋
時
間
は
わ
ず
か
で

す
が
、
時
代
ご
と
の
高
倉
健
の
魅
力

を
存
分
に
味
わ
い
、
映
画
俳
優
と
し

て
の
全
仕
事
を
概
観
す
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
ま
す
。
併
せ
て
、
台
本
や

小
道
具
、
ス
チ
ー
ル
写
真
、
ポ
ス
タ

ー
な
ど
の
宣
伝
物
な
ど
、
貴
重
な
資

料
を
一
堂
に
展
示
し
、
時
代
と
と
も

に
歩
ん
だ
稀
代
の
映
画
俳
優
の
足
跡

を
た
ど
り
ま
す
。
ま
た
、
美
術
家
・

横
尾
忠
則
、
写
真
家
・
森
山
大
道
に

よ
る
、
高
倉
健
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
展
覧
会
で

紹
介
す
る
膨
大
な
映
像
や
資
料
か
ら

偉
大
な
映
画
俳
優
の
存
在
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

追
悼
特
別
展

　高
倉
健

R
etro

sp
ective K

EN
 T

A
K

A
K

U
R

A

「幸福の黄色いハンカチ」ポスター 
1977 ©松竹株式会社

初主演作「電光空手打ち」の脚本
1956 ©東映

美術
hiroba 奥  田    亜  希  子

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Akiko Okuda

Information
追悼特別展　高倉健
Retrospective KEN TAKAKURA

【会場】北九州市立美術館 分館（リバーウォーク北九州5F）
【会期】1月23日(月)～2月26日(日)　※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1200円(1000円）　
高大生800円(600円）　小中生500円(300円)
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免

【お問合せ】093(562)3215

お
だ 

た
け
い
ち

横尾忠則「JAPAN SOCIETY PRESENTS：KEN TAKAKURA」ポスター　1978
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宮

尾
さ
ん
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
に

特
別
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
講
演
録
「
杉
田
久
女

―

そ
の
実
像
を
追
っ
て
」
を
刊
行
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
北

九
州
市
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
文
化

企
画
課
（
０
９
３
・
５
８
２
・
２
３

９
１
）
ま
で
。

〇
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
杉
田
久
女
　そ

の
生
涯
と
作
品
」
刊
行

（
北
九
州
市
文
化
振
興
基
金
奨
励
事

業
）

　
市
民
団
体
、
久
女
・
多
佳
子
の
会

が
編
集
発
行
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

す
。
久
女
の
代
表
句
８
句
を
上
野
さ

ち
子
さ
ん
（
山
口
県
立
大
学
名
誉
教

授
）
の
鑑
賞
で
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

文
学
館
で
無
料
配
布
中
。

〇
『
句
画
集
杉
田
久
女
一
〇
一
句
』

刊
行
と
原
画
展

（
北
九
州
市
文
化
振
興
基
金
奨
励
事

業
）

　
久
女
の
俳
句
１
０
１
句
と
西
川
幸

夫
さ
ん
の
水
彩
画
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
た
句
画
集
で
す
。
う
ち
65
句

は
坂
本
宮
尾
さ
ん
の
鑑
賞
付
き
で
す
。

定
価
２
０
０
０
円
、
市
内
な
ど
の
一

般
書
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
10
日
か
ら
27
日
ま
で
、
文
学

館
で
こ
の
本
の
原
画
展
「
北
九
州
が

生
ん
だ
女
性
俳
人
　
杉
田
久
女
　
句

画
集
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
文
学
館
文
庫
別
冊『
杉
田
久
女
頌
』

刊
行

　
こ
れ
ま
で
に
11
冊
を
刊
行
し
て
き

た
文
学
館
文
庫
の
別
冊
と
し
て
久
女

の
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
刊
行
し

ま
す
。
俳
句
、
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
か

ら
な
る
作
品
編
の
ほ
か
、
高
橋
睦
郎

さ
ん
、
坪
内
稔
典
さ
ん
、
西
村
和
子

さ
ん
ら
に
よ
る
豪
華
な
久
女
論
７
本

を
収
め
ま
す
。

　
１
月
21
日
（
久
女
忌
）
刊
行
予
定
。

定
価
１
０
０
０
円
。
文
学
館
の
ほ
か
、

市
内
書
店
ク
エ
ス
ト
で
も
販
売
し
ま

す
。

〇
落
椿
　杉
田
久
女
・
橋
本
多
佳
子

展
開
催

　
16
回
目
を
迎
え
る
「
全
国
俳
句
大

会
ｉ
ｎ
北
九
州
〜
久
女
を
育
み
、
多

佳
子
を
生
ん
だ
俳
句
の
地
〜
」
に
合

わ
せ
、
文
学
館
で
杉
田
久
女
と
橋
本

多
佳
子
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
俳
句
作
品
の
筆
墨
の
ほ
か
、
遺
愛

品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
は
、
没
後
70
年
で
あ

る
と
同
時
に
久
女
が
俳
句
と
出
会
っ

て
１
０
０
年
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
久
女
は
師
で
あ
る
高
浜
虚
子
へ
宛

て
た
手
紙
に
、
自
分
の
死
後
も
作
品

が
遺
り
、
理
解
者
を
得
る
こ
と
を
願

っ
て
「
百
年
の
後
に
知
己
を
見
出
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
の
私
た
ち
こ
そ
が
久
女
の
願
っ

た
「
百
年
の
友
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

杉田久女

坂本宮尾さん講演会リーフレット「杉田久女　
その生涯と作品」

『句画集杉田久女一〇一句』

杉
田
久
女
没
後
70
年

落椿　杉田久女・橋本多佳子展

【開催期間】
3月1日（水）～4月9日（日）

【休館日】
月曜日　3月20日は開館（翌21日休館）

【観覧料】無料
※「北九州と3.11、そして熊本地震」展
 （3月31日まで）と同時開催

【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information

文芸
hiroba 中 西　由 紀 子

北九州市立文学館　学芸員
Yukiko Nakanishi

ようこそ文学館へ

し
の

の
こ
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松
本
清
張
記
念
館
で
は
１
月
か
ら
、

「
清
張
が
描
い
た
日
本
の
近
代―

―

豊
穣
な
る
小
説
群
」
と
題
し
て
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
代
を
舞
台
に
し
た
社
会
派
推
理

小
説
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
清
張
で
す

が
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
西
郷
札
」
を
は

じ
め
と
し
て
、
日
本
の
近
代―

明
治

期
・
大
正
期
を
舞
台
に
し
た
作
品
も
、

約
40
年
に
わ
た
る
作
家
生
活
の
中
で
、

数
多
く
執
筆
し
ま
し
た
。

　
長
編
・
短
編
を
問
わ
ず
、
実
際
の

事
件
に
題
材
を
得
た
も
の
、
政
情
を

論
じ
た
も
の
、
人
物
の
生
涯
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
た
評
伝
的
な
作
品
な
ど
、

ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
生
涯

を
通
じ
て
広
範
な
領
域
に
関
心
を
持

ち
、
多
様
な
執
筆
活
動
を
し
た
清
張

で
す
が
、
特
に
こ
れ
ら
歴
史
に
関
す

る
作
品
群
は
「
わ
た
し
た
ち
が
こ
れ

か
ら
ど
う
生
き
る
べ
き
か
」
を
考
え

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

清
張
の
作
品
は
近
現
代
史
系
の
も
の

で
は
『
日
本
の
黒
い
霧
』
『
昭
和
史

発
掘
』
な
ど
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

が
有
名
で
す
が
、
今
回
は
フ
ィ
ク
シ

ョ
ナ
ル
な
作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

ま
す
。

　
歴
史
上
の
空
白
に
つ
い
て
「
で
き

る
だ
け
手
が
か
り
を
求
め
て
自
分
な

り
の
復
元
を
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

空
白
の
ま
ま
で
捨
て
て
お
く
の
は
い

か
に
も
惜
し
い
」
と
述
べ
る
清
張
は
、

そ
の
空
白
を
「
勝
手
な
空
想
を
愉
し

も
う
と
い
う
の
で
は
な
く
」
、
「
歴

史
家
の
す
る
よ
う
な
資
料
の
収
集
と
、

不
足
部
分
の
類
推
に
よ
る
補
填
を
志

し
た
い
の
で
あ
る
」
と
語
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
歴
史
家
の
よ
う
に
正
確
に

「
事
実
」
を
追
っ
た
う
え
で
、
小
説

家
と
し
て
表
現
し
た
い
。
歴
史
へ
の

深
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
鋭
い
考
察
、
そ

し
て
自
在
な
文
章
表
現
。
い
ず
れ
の

方
向
で
も
十
二
分
に
個
性
を
発
揮
で

き
た
清
張
な
ら
で
は
の
特
徴
が
、
こ

う
し
た
近
現
代
を
舞
台
に
し
た
作
品

群
に
は
特
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　
清
張
は
明
治
期
の
政
治
家
を
何
度

か
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し

題
材
に
し
た
一
人
に
山
県
有
朋
が
あ

り
ま
す
。

　
時
は
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
、

西
南
戦
争
終
結
後
、
各
地
で
頻
発
す

る
軍
の
反
乱
を
目
の
当
た
り
に
し
た

山
県
有
朋
は
、
軍
の
近
代
化
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
す
。
力
を
持
ち
始
め

て
い
た
自
由
民
権
運
動
が
軍
内
部
に

ま
で
浸
透
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
と

同
時
に
、
兵
士
た
ち
に
国
家
へ
の
絶

対
的
な
忠
誠
を
持
た
せ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か…

、
有
朋
は
一
つ
の

〈
象
徴
〉
を
軸
に
据
え
て
、
近
代
国

家
と
し
て
の
日
本
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
こ
と
に
し
ま
す
。
清
張

は
『
象
徴
の
設
計
』
で
こ
う
し
た
有

朋
の
思
考
を
丁
寧
に
追
い
ま
し
た
。

　
明
治
の
元
勲
で
は
、
伊
藤
博
文
も

『
史
観
・
宰
相
論
』
「
統
監
」
な
ど

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
「
夏
島
」
は
、

87
（
明
治
20
）
年
、
憲
法
草
案
が
紛

失
し
た
事
件
を
め
ぐ
る
顛
末
を
描
い

た
作
品
で
す
。
盗
ま
れ
た
草
案
が
事

前
に
漏
れ
て
秘
密
出
版
さ
れ
、
政
府

が
慌
て
て
保
安
条
例
を
出
す
に
至
っ

た
と
さ
れ
る
こ
の
事
件
。
し
か
し
語

り
手
は
、
民
権
運
動
家
の
手
に
原
稿

案
が
渡
っ
た
裏
に
は
、
明
治
憲
法
制

定
を
前
に
し
た
博
文
の
深
謀
遠
慮
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
理
し
ま

す
。

　
清
張
が
没
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
25

回
目
の
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
清
張
が

作
品
に
込
め
た
思
い
は
い
ま
も
色
あ

せ
ま
せ
ん
。
こ
の
企
画
展
を
通
じ
て
、

改
め
て
清
張
の
近
現
代
史
作
品
の
魅

力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

北九州市立松本清張記念館
45

平成28年度後期特別企画展
「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」

小　野　芳　美学芸員 Yoshimi Ono

平成28年度後期特別企画展ポスター

し 

か
ん

　
　 さ
い
し
ょ
う
ろ
ん

げ
ん
く
ん

て
ん
ま
つ

し
ん
ぼ
う
え
ん
り
ょ

平成28年度後期特別企画展　
清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群

Information

【開催期間】
1月21日（土）～3月31日（金）
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【会場】北九州市立松本清張記念館地階企画展示室
【入場料】常設展示観覧料に含む
常設展示観覧料　一般500円　中高生300円　小学生200円
【お問合せ】北九州市立松本清張記念館　
北九州市小倉北区城内２の３　093(582)2761
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中間高校　 『フォーク・ダンス ～または世界に風穴を開ける
作成法について～』舞台写真

小倉高校　『フカミ家の人々』舞台写真

戸畑工業高校　『ひとり芝居 パジャゴリ』舞台写真

舞台で「出会う」演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

　
10
月
28
日
〜
30
日
、
な
か
ま
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
『
平
成
28
年
度

高
文
連
演
劇
部
門
北
九
州
地
区
大

会
』
が
行
わ
れ
た
。
今
年
の
参
加
校

は
13
校
。

▽
戸
畑
高
校
『
迷
子
セ
ン
タ
ー
』

　（
作
：
榎
本
大
祐
）

▽
小
倉
高
校
『
フ
カ
ミ
家
の
人
々
』

　（
作
：
木
本
潤
）

▽
門
司
学
園
高
校
『
タ
ン
サ
ン
』

　（
作
：
徳
岡
希
和
）

▽
八
幡
南
高
校
『
イ
ン
チ
キ
霊
能
力

　
者
と
眠
り
姫
』

　（
作
：
久
保
志
穂
梨
／
潤
色
：
八

　
幡
南
高
校
演
劇
部
）

▽
八
幡
高
校
『
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が

　
あ
た
る
と
き
』

　（
作
：
川
原
彩
実
・
河
﨑
日
向
子
）

▽
ひ
び
き
高
校
『
秘
密
と
美
徳
と
希

　
望
と…

』

　（
作
：
森
唯
美
・
小
原
雅
之
）

▽
戸
畑
工
業
高
校
『
ひ
と
り
芝
居

　
パ
ジ
ャ
ゴ
リ
』

　（
作
：
横
佐
古
力
彰
・
桑
本
雅
生
）

▽
折
尾
高
校
『N

O
 

FA
N

TA
SY 

　N
O

 LIFE

』

　（
作
：
相
浦
萌
菜
）

▽
東
筑
高
校
『
鬼
子
草
子
』

　（
原
案
：
尾
野
春
菜
／
作
：
東
筑

　
高
校
演
劇
部
）

▽
中
間
高
校
『
フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン
ス 

　
〜
ま
た
は
世
界
に
風
穴
を
開
け
る

　
作
成
法
に
つ
い
て
〜
』

　（
作
：
小
原
雅
之
）

▽
西
南
女
学
院
高
校
『
栖
』

　（
作
：
瀬
川
慧
）

▽
小
倉
商
業
高
校
『
Ａ
Ｃ
Ｅ
〜
そ
れ

　
ぞ
れ
の
夢
〜
』

　（
原
案
：
小
倉
商
業
高
等
学
校
演

　
劇
部
／
作
：
武
内
美
月
）

▽
明
治
学
園
高
校
『
ダ
ー
ク
サ
イ
ド

　
　
ブ
ル
ー
ス
』

　（
作
：
濱
田
梨
渚
）

　
迷
子
セ
ン
タ
ー
に
中
年
男
が
入
っ

て
き
て
「
人
生
の
迷
子
に
な
り
ま
し

た
！
」
と
号
泣
し
は
じ
め
た
り
、
童

話
の
悪
役
を
矯
正
す
る
学
校
で
の
友

情
物
語
が
あ
っ
た
り
、
前
髪
を
輪
ゴ

ム
で
ち
ょ
ん
ま
げ
の
よ
う
に
立
た
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
奇
妙
な
校
則
を

め
ぐ
る
す
っ
た
も
ん
だ
を
描
い
た
り
、

登
場
人
物
の
心
象
を
ダ
ン
ス
で
表
現

し
た
り
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

作
品
が
見
ら
れ
た
３
日
間
だ
っ
た
。

　
11
月
に
北
九
州
芸
術
劇
場
で
行
わ

れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
の
で

き
る
「
優
秀
賞
」
に
小
倉
高
校
、
中

間
高
校
、
戸
畑
工
業
高
校
が
選
ば
れ
、

戸
畑
高
校
が
「
創
作
脚
本
賞
」
、
西

南
女
学
院
高
校
が
「
舞
台
美
術
賞
」

八
幡
高
校
、
ひ
び
き
高
校
が
「
奨
励

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
高
校
演
劇
に
は
「
上
演
時
間
は
１

時
間
以
内
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。

１
時
間
過
ぎ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
無

理
や
り
緞
帳
を
下
ろ
さ
れ
た
り
は
し

な
い
が
、
時
間
超
過
が
あ
れ
ば
〝
選

外
〞
と
な
り
、
県
大
会
へ
の
道
は
閉

ざ
さ
れ
る
。
こ
の
「
１
時
間
」
の
中

に
ど
れ
だ
け
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

を
詰
め
込
め
る
か
が
、
あ
る
意
味
勝

負
で
あ
る
。
短
い
よ
う
で
、
長
い
。

か
つ
、
長
い
よ
う
で
、
舞
台
の
上
で

何
か
を
起
こ
し
て
収
束
さ
せ
る
に
は

短
い
時
間
で
あ
る
。

　
今
年
の
大
会
を
見
て
、
ど
の
作
品

も
「
人
と
人
の
出
会
い
」
を
描
く
力

が
弱
い
、
と
感
じ
た
。
も
ち
ろ
ん
１

時
間
し
か
な
い
か
ら
、
と
っ
と
と
出

会
わ
せ
て
、
と
っ
と
と
物
語
を
先
に

進
め
な
い
と
、
と
焦
る
気
持
ち
も
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
ご
都
合
主
義

の
「
出
会
い
」
か
ら
お
話
が
出
発
す

る
も
の
だ
か
ら
、
登
場
人
物
た
ち
が

経
験
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
、
こ

と
ご
と
く
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
き
、
嘘

っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
作
品

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
私
が
高

校
生
だ
っ
た
こ
ろ
よ
り
も
、
は
る
か

に
筆
の
力
の
あ
る
、
き
ち
ん
と
整
っ

た
作
品
を
書
け
る
生
徒
が
増
え
て
い

る
の
は
確
か
な
だ
け
に
、
非
常
に
も

っ
た
い
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
大
人
の
作
品

に
も
言
え
る
こ
と
。
わ
ざ
わ
ざ
「
出

会
う
」
こ
と
が
な
く
て
も
生
活
し
て

い
け
る
〝
便
利
〞
な
世
の
中
に
な
っ

て
き
て
い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
舞

台
の
上
だ
け
で
も
、
人
と
人
と
が
、

が
っ
つ
り
出
会
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん

な
「
出
会
い
」
の
あ
る
作
品
を
書
き

続
け
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
た
。

ど
ん
ち
ょ
う
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松
本
清
張
記
念
館
で
は
１
月
か
ら
、

「
清
張
が
描
い
た
日
本
の
近
代―

―

豊
穣
な
る
小
説
群
」
と
題
し
て
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
代
を
舞
台
に
し
た
社
会
派
推
理

小
説
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
清
張
で
す

が
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
西
郷
札
」
を
は

じ
め
と
し
て
、
日
本
の
近
代―

明
治

期
・
大
正
期
を
舞
台
に
し
た
作
品
も
、

約
40
年
に
わ
た
る
作
家
生
活
の
中
で
、

数
多
く
執
筆
し
ま
し
た
。

　
長
編
・
短
編
を
問
わ
ず
、
実
際
の

事
件
に
題
材
を
得
た
も
の
、
政
情
を

論
じ
た
も
の
、
人
物
の
生
涯
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
た
評
伝
的
な
作
品
な
ど
、

ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
生
涯

を
通
じ
て
広
範
な
領
域
に
関
心
を
持

ち
、
多
様
な
執
筆
活
動
を
し
た
清
張

で
す
が
、
特
に
こ
れ
ら
歴
史
に
関
す

る
作
品
群
は
「
わ
た
し
た
ち
が
こ
れ

か
ら
ど
う
生
き
る
べ
き
か
」
を
考
え

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

清
張
の
作
品
は
近
現
代
史
系
の
も
の

で
は
『
日
本
の
黒
い
霧
』
『
昭
和
史

発
掘
』
な
ど
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

が
有
名
で
す
が
、
今
回
は
フ
ィ
ク
シ

ョ
ナ
ル
な
作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

ま
す
。

　
歴
史
上
の
空
白
に
つ
い
て
「
で
き

る
だ
け
手
が
か
り
を
求
め
て
自
分
な

り
の
復
元
を
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

空
白
の
ま
ま
で
捨
て
て
お
く
の
は
い

か
に
も
惜
し
い
」
と
述
べ
る
清
張
は
、

そ
の
空
白
を
「
勝
手
な
空
想
を
愉
し

も
う
と
い
う
の
で
は
な
く
」
、
「
歴

史
家
の
す
る
よ
う
な
資
料
の
収
集
と
、

不
足
部
分
の
類
推
に
よ
る
補
填
を
志

し
た
い
の
で
あ
る
」
と
語
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
歴
史
家
の
よ
う
に
正
確
に

「
事
実
」
を
追
っ
た
う
え
で
、
小
説

家
と
し
て
表
現
し
た
い
。
歴
史
へ
の

深
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
鋭
い
考
察
、
そ

し
て
自
在
な
文
章
表
現
。
い
ず
れ
の

方
向
で
も
十
二
分
に
個
性
を
発
揮
で

き
た
清
張
な
ら
で
は
の
特
徴
が
、
こ

う
し
た
近
現
代
を
舞
台
に
し
た
作
品

群
に
は
特
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　
清
張
は
明
治
期
の
政
治
家
を
何
度

か
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し

題
材
に
し
た
一
人
に
山
県
有
朋
が
あ

り
ま
す
。

　
時
は
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
、

西
南
戦
争
終
結
後
、
各
地
で
頻
発
す

る
軍
の
反
乱
を
目
の
当
た
り
に
し
た

山
県
有
朋
は
、
軍
の
近
代
化
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
す
。
力
を
持
ち
始
め

て
い
た
自
由
民
権
運
動
が
軍
内
部
に

ま
で
浸
透
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
と

同
時
に
、
兵
士
た
ち
に
国
家
へ
の
絶

対
的
な
忠
誠
を
持
た
せ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か…

、
有
朋
は
一
つ
の

〈
象
徴
〉
を
軸
に
据
え
て
、
近
代
国

家
と
し
て
の
日
本
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
こ
と
に
し
ま
す
。
清
張

は
『
象
徴
の
設
計
』
で
こ
う
し
た
有

朋
の
思
考
を
丁
寧
に
追
い
ま
し
た
。

　
明
治
の
元
勲
で
は
、
伊
藤
博
文
も

『
史
観
・
宰
相
論
』
「
統
監
」
な
ど

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
「
夏
島
」
は
、

87
（
明
治
20
）
年
、
憲
法
草
案
が
紛

失
し
た
事
件
を
め
ぐ
る
顛
末
を
描
い

た
作
品
で
す
。
盗
ま
れ
た
草
案
が
事

前
に
漏
れ
て
秘
密
出
版
さ
れ
、
政
府

が
慌
て
て
保
安
条
例
を
出
す
に
至
っ

た
と
さ
れ
る
こ
の
事
件
。
し
か
し
語

り
手
は
、
民
権
運
動
家
の
手
に
原
稿

案
が
渡
っ
た
裏
に
は
、
明
治
憲
法
制

定
を
前
に
し
た
博
文
の
深
謀
遠
慮
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
理
し
ま

す
。

　
清
張
が
没
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
25

回
目
の
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
清
張
が

作
品
に
込
め
た
思
い
は
い
ま
も
色
あ

せ
ま
せ
ん
。
こ
の
企
画
展
を
通
じ
て
、

改
め
て
清
張
の
近
現
代
史
作
品
の
魅

力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

北九州市立松本清張記念館
45

平成28年度後期特別企画展
「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」

小　野　芳　美学芸員 Yoshimi Ono

平成28年度後期特別企画展ポスター

し 
か
ん

　
　 さ
い
し
ょ
う
ろ
ん

げ
ん
く
ん

て
ん
ま
つ

し
ん
ぼ
う
え
ん
り
ょ

平成28年度後期特別企画展　
清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群

Information

【開催期間】
1月21日（土）～3月31日（金）
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【会場】北九州市立松本清張記念館地階企画展示室
【入場料】常設展示観覧料に含む
常設展示観覧料　一般500円　中高生300円　小学生200円
【お問合せ】北九州市立松本清張記念館　
北九州市小倉北区城内２の３　093(582)2761
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かるかるCulCul

特集
北九州市立松本清張記念館

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ

音楽｜いろはにぴあの
CulCul かるかるニュース

北九州市立埋蔵文化財センター
城野方形周溝墓石棺移築展示公開開始 ！
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